	 

	安全運転管理規程

	


（目的）
第1条 この規程は、安全な運転と自動車の効率的な使用について必要な事項を定める。
（定義）

第2条 この規程において車両とは、道路交通法に定める自動車・軽自動車及び原動機付自転車であり、当社が所有し又はリース契約により使用している車両管理台帳に登録されたものをいう。
（安全運転等）
第3条 従業員は安全を最優先に考え、常に人命尊重を旨とし、道路交通法及び会社が定めた事項を遵守し、安全運転に努めなければならない。
（管理部門）

第4条 車両については、管理部が統括管理を行い、日常の清掃、洗車、キーの保管、点検・整備等については、実際に車両を使用する部署が行う。
（安全運転管理者）

第5条 会社は法律に定めるところにより、安全運転管理者を置き、これを公安委員会に届け出るものとする。
（車両管理台帳）

第6条 管理部は「車両管理台帳」を作成し、管理するものとする。
（自動車保険）

第7条 自動車保険の内容は原則として次のとおりとし、管理部が加入手続きを行う。
1 自動車損害賠償責任保険
2 任意保険

ア　対人賠償保険
○○万円

イ　対物賠償保険
○○万円

ウ　搭乗者保険
○○万円
エ　車両保険
○○万円
（心得）

第8条 車両の運転者は、次の事項を遵守しなければならない。
1 運転中はシートベルトを着用すること

2 酒酔い及び酒気帯び運転をしないこと

3 心身が著しく疲労しているときに運転をしないこと

4 制限速度を超過しないこと

5 運転中は携帯電話を使用して会話やメールをしないこと

6 上記他交通法規及び交通マナーを守ること

7 業務に関係のないものを同乗させないこと
（整備・点検）

第9条 運転者及び安全運転管理者は、車両を道路交通法に基づき安全な状態で運転できるように整備しなければならない。
（修理）

第10条 運転者は整理を必要とする場所を発見したときは、所属長を通じて管理部まで報告し、指示に従わなければならない。ただし、緊急を要する場合は、直ちに修理をして事後速やかに報告するものとする。
（格納場所）

第11条 運転者は運転を終了するときは、会社が定めた場所に格納し、施錠をしなければならない。
（社外の駐車と施錠）
第12条 運転者は社外において車両から離れるときは、適法な場所に駐車し必ず施錠しなければならない。
（給油）
第13条 運転者は適宜給油を原則として会社の指定する給与所で行わなければならない。
（交通事故の対応）

第14条 運転者は運転中に交通事故を起こしたときは、道路交通法に定めるところにより、速やかに次の措置を講じなければならない。
1 負傷者のあるときは、直ちに負傷者を救護する。

2 道路における危険防止のための措置を講じる。

3 警察に直ちに連絡する。

（会社への連絡）
第15条 運転者は前条に定める措置が完了したときは、直ちに所属長へ次の事項を電話で連絡しなければならない。
1 交通事故の場所
2 交通事故の時刻

3 交通事故の内容

4 その他必要な事項

（交通事故証明書）
第16条 運転者は交通事故を起こしたときは、警察に届け出て交通事故証明書を交付してもらい、これを交通事故報告書とともに会社に提出しなければならない。
（交通事故処理）
第17条 従業員が業務中に起こした事故については、会社がその処理を行う。
（個人的な示談の禁止）

第18条 従業員は業務中に起こした事故について、会社を通さず勝手に示談してはならない。
（従業員の損害賠償責任）

第19条 従業員が故意または重大な過失によって起こした交通事故については、従業員が賠償しなければならない。
（求償権の行使）
第20条 従業員が故意または重大な過失によって起こした交通事故について会社が損害賠償を行ったときは、会社は従業員に損害を請求することがある。
（課金の負担）

第21条 従業員が故意または過失によって、道路交通法に違反し、罰金、科料または反則金を課せられた場合は、従業員が負担するものとする。
（車両の損害賠償責任）

第22条 従業員は故意または重大な過失によって会社の車両に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならない。
附則　
